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■イントロダクション 
・N体シミュレーションを用いて、barの重力相互作用による 
　MassiveなClassical Bulge(以下、ClB)の角運動量の変化を調査 
■シミュレーション 
・初期条件： ClBは無回転、dispersion dominated 

■結論 
・重力相互作用によりBarからClBへGyrのタイムスケールで角運動量 
　がsignificantに輸送されることがわかった 
・トータルの角運動量増分はClBの質量にほぼ比例する 
・ClBの回転成分はClBのサイズに比例する 
　- ただし、大きすぎるとあまり回転しない 
・ClB内の多くの星がκ: Ω-Ωb = 2:1の共鳴軌道を周回するが、 
　角運動量の輸送は主に5:2の共鳴軌道で行われる 
・ClB内の星の密度分布は、最終的にBarに沿ったものに変化していく 

Fig.6 Orbital spectral analysis (RHG097) 

■結果 
・角運動量輸送 
　- バルジは主に5:2の共鳴軌道で角運動量を 
　  獲得している 
　- 一方、2:1の軌道では恒星の個数は多いが 
　  角運動量は失われている 

共鳴軌道(パターン速度Ωb、周転運動の振動数κ) 
κ: Ω-Ωb = 5 : 2     κ: Ω-Ωb = 2 : 1 

Fig.1,4 回転曲線(t=0,4Gyr) Tab.1 各シミュレーションのパラメータ 

Fig.17L ClB/Bar質量比とトータルの 
　　　　角運動量増分の関係(t=4Gyr) 

Fig.8 ClBの星密度分布 

Fig.19 ClB/Barサイズ比と 
　　　回転成分の関係(t=4Gyr) 

- 2:1の共鳴軌道により、ClBの 
  密度分布はFig.8のようになる 
- 分布の稜線(実線)は最初(t<3Gyr)、 
  Barの軸(点線)より先を行く　 
- 最終的に密度分布はBarの軸 
　(点線)に沿ってくる 

-  


